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FZ-RECORDER User’s Manual

 この度は、当社製品「ＦＺ－ＲＥＣＯＲＤＥＲ」をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。

 本製品は、日立製 Ｆ－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコンの内蔵フラッシュメモリ書き込みツールです。

 本ソフトウェアをお役立ていただくために本マニュアルを十分お読みくださいますようお願いいたします。

★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

★本製品についてのお問い合わせはFAX もしくはE-mail にてお願いいたします。

★本マニュアルに記載される会社名、商品名は各社の商標及び登録商標です。

                  お使いになる前に

                  ＜梱包の確認＞

                     次のものが揃っているかどうかを確認して下さい。

                     万一足りないものがあれば、販売店に連絡して下さい。

＊ＦＺ－ＲＥＣＯＲＤＥＲ本体　１式

・ＦＺ－ＲＥＣＯＲＤＥＲ

・ＡＣ　アダプター

・ＲＳ－２３２Ｃ通信ケーブル

＊ Flash Writer PRO ／マニュアル ディスケット １枚

      ・Flash Writer PRO

・FZ-RECORDER ユーザーズマニュアル

・Flash Writer PRO ユーザーズマニュアル

　　　・ソフトウエア使用許諾書

　　　・ＦＡＸサポート依頼書

　　　・メンテナンスのご案内

                          ＊ ユーザー登録カード

　　株式会社　アルファプロジェクト
　　〒433-8120　　静岡県浜松市上島４－４－２４

        FAX　   (053)464-3737  技術部 担当者宛

        E-MAIL   query@apnet.co.jp

お問い合わせ先
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１．概要

１．１ 概要

本製品は、F－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコンの内蔵フラッシュメモリ書き込みツールです。

付属の「Flash Writer PRO」から本製品へユーザープログラムをダウンロードしておくことにより、

本製品からターゲットの内蔵フラッシュに書き込むことができます。

１．２ 特長

FZ-RECORDER の特長を以下に示します。

●書き込み時にＰＣが不要 ダウンロードしたプログラムをターゲットへ書き込むときにはパソコンが

不要です。

●持ち運びに便利 ＡＣアダプターや電池の他に、書き込み時にはターゲットからの電源供給も

可能です。

●バージョンが容易 ソフトウェア「Flash Writer PRO」のバージョンアップにより、新たな

Ｆ－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコンにも対応が可能です。

１．３諸元

＜本体＞

項　目 要　素 詳　　細 備　　考

ＡＣアダプター用

ジャック

内φ１．６５ｍｍ

外φ５．１５ｍｍ

ＤＣ６Ｖ　センター（＋）

電池ホルダー ＤＣ９Ｖ（００６Ｐ）電源

外部電源入力

Ｄ－ＳＵＢ９Ｐｉｎコネクタ

ＤＣ５Ｖ

（ＤＣ４．７５～５．５Ｖ）

書き込み時のみ

待機時 約　３０ｍＡ
消費電流

書き込み時 約　６０ｍＡ

待機状態 約　１６時間バッテリー

駆動時間 書き込み時 約　　８時間

Panasonic 製アルカリ電池

（６ＬＲ６１）使用時

通信ポート Ｄ－ＳＵＢコネクタ

９Ｐｉｎ　オス

３線式

（ＲＴＳ－ＣＴＳ内部短絡）

通信レート 4800bps 又は 9600bps 自動設定

本体寸法 Ｗ100×Ｄ84×Ｈ34.5ｍｍ 突起物を除く

本体重量 約３６０ｇ 電池を除く
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＜付属品＞

付属品名 詳　　　　細 備　考

ＡＣアダプター ＤＣ６Ｖ　センター（＋）

プラグ　内φ１．７　外φ４．７５

ＲＳ２３２Ｃケーブル Ｄ－ＳＵＢ　９Ｐｉｎ　メス　－　Ｄ－ＳＵＢ　９Ｐｉｎ　メス

クロスケーブル　約１．８Ｍ

ソフトウェア F－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコン内蔵フラッシュメモリ書き込みツール

『Ｆｌａｓｈ Ｗｒｉｔｅｒ ＰＲＯ』

１．４使用環境

使用機器等 環      境

ホ 

ス 

ト

パーソナルコンピュータ

付属ソフト「Flash Writer PRO」がインストールされ、動作する

パソコン

（詳細は「Flash Writer PRO ユーザーズマニュアル」をご覧下さい）

ターゲットボード 日立 Ｆ－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコン

ＣＰＵクロック ２ＭＨｚ～

使用メモリ 各ＣＰＵの内蔵ＲＡＭのみを使用

タ
ー
ゲ
ッ
ト ＳＣＩ ＳＣＩ１を使用

１．５対応チップ

     Ｆ－ＺＴＡＴ版ＳＨ

シリーズ名 動作確認済みチップ 対　　応

ＳＨ７０４０シリーズ ＳＨ７０４４Ｆ

ＳＨ７０４５Ｆ

○

○

ＳＨ７０５０シリーズ ＳＨ７０５０Ｆ

ＳＨ７０５１Ｆ

ＳＨ７０５５Ｆ

○

○

未対応（２０００年３月　時点）

ＳＨ７０１０シリーズ ＳＨ７０１７Ｆ 未対応
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１．６外観

項　　目 機　　能

電源ＳＷ 電源のＯＮ／ＯＦＦ ＳＷ

ＲＳ２３２Ｃポート LOAD時にはパソコン、PROGRAM 時にはターゲットと接続します。

ＬＯＡＤ／ＰＲＯＧＲＡＭ

切り替えＳＷ

ＬＯＡＤ  　　:パソコンからプログラムをダウンロードします。

ＰＲＯＧＲＡＭ:ターゲット(F-ZTAT)にプログラムを書き込みます。

ＳＴＡＲＴ ＳＷ
ダウンロード、もしくはプログラムをスタートするＳＷ

ＳＴＡＲＴ中に再度押すとキャンセルされます。

ＳＴＡＲＴ ＬＥＤ

消灯時：待機状態

点滅時：相手との接続確認中

点灯時：プログラムダウンロードもしくは書き込み中

ＥＲＲＯＲ ＬＥＤ 通信エラー時に点灯、ＳＴＡＲＴ ＳＷ を押すと解除されます。

ＬＯＷ ＢＡＴＴ ＬＥＤ

電池使用時に電圧低下を知らせます。

消灯時：電池電圧は正常です。（但し、終止電圧以下に有る場合も

　　　　　　　　　　　　　　　ＬＥＤは点灯しません）

点灯時：電池の電圧が低下している状態です。

点滅時：電池が終止電圧に達しました。電池を交換して下さい。

POWER

LOW BATT

FZ-RECORDER

ALPHA PROJECT

RS232C

DC6V

LOAD

PROGRAM

OFF ON

START

ERROR

ＲＳ２３２Ｃポート電源ＳＷ

ＬＯＡＤ／ＰＲＯＧＲＡＭ

切り替えＳＷ

ＳＴＡＲＴ ＳＷ

ＳＴＡＲＴ ＬＥＤ

ＥＲＲＯＲ ＬＥＤ

ＬＯＷ ＢＡＴＴ ＬＥＤ

裏）電池ＢＯＸ

ＡＣアダプタ入力
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２．操作説明

２．１基本操作

2.1.1 　プログラムのダウンロード

まず、最初に FZ-RECORDER にターゲットに書き込む目的のプログラムをダウンロードします。

ホストコンピュータには付属ソフト「Flash  Wri ter  PRO 」がインストールされ、動作していることが

必要です。

（「Flash Writer PRO」の詳細は「Flash Writer PRO ユーザーズマニュアル」をご覧下さい）

＜手順＞

①　FZ-RECORDER とホストコンピュータを付属のクロスケーブルで接続します。

②　FZ-RECORDER のＬＯＡＤ／ＰＲＯＧＲＡＭ 切り替えＳＷをＬＯＡＤ側にします。

③　電源ＳＷをＯＮにします。

電源は付属のＡＣアダプタもしくは電池（９Ｖ ００６Ｐ）を使用してください。

④　パソコン上で「Flash Writer PRO」を立ち上げます。

⑤　FZ-RECORDER のＳＴＡＲＴ ＳＷを押すと、ダウンロード待機状態となり、ＳＴＡＲＴ ＬＥＤが

点滅状態になります。再度ＳＴＡＲＴ ＳＷ を押すと、待機状態がキャンセルされます。

ホストコンピュータ

「Flash Writer PRO」が

インストールされたパソコン

ＣＯＭ１～ＣＯＭ４

に接続

ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル

POWER

LOW BATT

FZ-RECORDER

ALPHA PROJECT

R S 2 3 2 C

D C 6 V

LOAD

PROGRAM

OFF ON

START

ERROR

FZ-RECORDER
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⑥　「Flash Writer PRO」からターゲットに書き込む要領で目的のプログラムをダウンロードします。

ターゲットへの書き込み時には、このダウンロード時の通信レートを使用しますので、ターゲットに

合わせた設定でダウンロードを行って下さい。

（「Flash Writer PRO」の操作手順は「Flash Writer PRO ユーザーズマニュアル」をご参照下さい）

ダウンロード中は、ＳＴＡＲＴ ＬＥＤが点灯します。

⑦　正常にロードされるとＳＴＡＲＴ ＬＥＤ が消灯します。

　　　以上で FZ-RECORDER へのダウンロードは終了です。

ダウンロードしたデータはフラッシュＲＯＭに保存され、電源をＯＦＦしても保持されます。

保証保持時間は約１０年です。

2.1.2 　ターゲットへの書き込み

FZ-RECORDER にダウンロードしたプログラムをターゲットへ書き込みます。

ターゲットへの書き込み時間は、「Flash Writer PRO」を使用する場合より２割～３割短縮されます。

＜手順＞

①　FZ-RECORDER とターゲットボードを付属のクロスケーブルで接続します。

ターゲットボード

ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル

Ｆ－ＺＴＡＴ版ＳＨマイコン

ＲＳ２３２Ｃドライバを介して

ＳＣＩ１に接続

POWER

LOW BATT

FZ-RECORDER

ALPHA PROJECT

R S 2 3 2 C

D C 6 V

LOAD

PROGRAM

OFF ON

START

ERROR

FZ-RECORDER
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②　FZ-RECORDER のＬＯＡＤ／ＰＲＯＧＲＡＭ 切り替えＳＷをＰＲＯＧＲＡＭ側にします。

③　FZ-RECORDER の電源ＳＷをＯＮにします。

電源は付属のＡＣアダプタもしくは電池（９Ｖ ００６Ｐ）を使用してください。

ターゲットからＤ－ＳＵＢコネクタの９番Ｐｉｎを介してＤＣ５Ｖが供給される場合は他の電源は

必要ありません。

　　④　ターゲット側をブート書き込みモードにして立ち上げます。

⑤　FZ-RECORDER のＳＴＡＲＴ ＳＷ を押すとターゲットへの書き込みが開始され、ＳＴＡＲＴ

ＬＥＤ が点灯します。

（ターゲットとのリンクが確立するまで ＳＴＡＲＴ ＬＥＤ が点滅します。

この状態で一定時間経過しますと、タイムアウト・エラーとなり、ＥＲＲＯＲ ＬＥＤ が点灯

します。この場合、接続等を再度ご確認の上、手順を①からやり直してください。）

⑥　正常に書き込まれるとＳＴＡＲＴ ＬＥＤ が消灯します。

　　　以上でターゲットへの書き込みは終了です。

ご注意）

・ターゲットの書き込み時には、必ずターゲット側の電源を投入してからＳＴＲＡＴ ＳＷ を押して下さい。

通信タイムアウトでエラーになる場合があります。

・ターゲットから電源を供給する場合には、ＤＣ４．７５Ｖ～５．５Ｖ以内としてください。
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３．ハードウェアの設計例

３．１  ターゲットシステムの構成

FZ-RECORDER はブート書き込みモードに対応しています。

ブート書き込みをおこなうには、ハードウェア設計において、いくつかの注意事項があります。

以下の設計例をご参考下さい。

３.1 . １  ＣＰＵクロック

FZ-RECORDER は、「Flash Writer PRO」からの通信レートを踏襲しますが、通信が不安定な場合は

ターゲットのＣＰＵクロックを上げると改善されます。

ＣＰＵ周波数 通信レート ＣＰＵ周波数 通信レート

２ＭＨｚ以上 ４８００ｂｐｓ ２４ＭＨｚ以上 ９６００ｂｐｓ

４ＭＨｚ以上 ４８００ｂｐｓ ３２ＭＨｚ以上 ９６００ｂｐｓ

８ＭＨｚ以上 ９６００ｂｐｓ

１６Ｈｚ以上 ９６００ｂｐｓ

表３．１．１ クロックと通信レートの関係

３.1 . ２  シリアルインターフェース

FZ-RECORDER はターゲットとなるＣＰＵの内蔵ＳＣＩを使用してプログラムを書き込みます。

ブート書き込みをおこなう為には、ＳＣＩ１をＲＳ２３２Ｃを介してパソコンと接続する必要があります。

ターゲット側は、ＴｘＤとＲｘＤとＧＮＤが接続されていれば、特に使用コネクタの規定はありません。

TXD1

RXD1

TI

RO

TＯ

RI

SH CPU
MAX233

MAX233  :  MAXIM 社
D-SUB 9P

1
6

9

5

図３．１．２ ＳＣＩの設計例

１．DCD
２．RxD
３．TxD
４．DTR
５．GND
６．DSR
７．RTS
８．CTS
９．RI
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３.1 . ３  ＦＺ－ＲＥＣＯＲＤＥＲへの電源供給

FZ-RECORDER は通信ポートとしてＤ－ＳＵＢ ９Ｐｉｎコネクタを使用しておりますが、前述のように通信

に使用するのはこの内の３端子のみです。

このため、空き端子を利用してターゲット側から電源供給が可能です。

ターゲット側から電源を供給するためには、FZ-RECORDER のＤ－ＳＵＢコネクタの９番Ｐｉｎに

ＤＣ５Ｖ（ＤＣ４．７５Ｖ～５．５Ｖ）を供給できる構成として下さい。

ターゲット側は、ＴｘＤとＲｘＤとＧＮＤが接続されていれば、特に使用コネクタの規定はありません。

図３．１．３　電源供給構成例

３.1 . ４  モード設定

ＣＰＵの各動作モードは、ＭＤ端子とＦＷＰ（ＦＷＥ）端子に印可するレベルで決定されます。

したがって、設計の際には通常動作モードとブート書き込みモードが設定可能なようにしてください。

MD0
MD1

 SH CPU

図３．１．４ モード設定端子の設計例

VCC

FWP

MD2

VCC

TxD1

RxD1

RS232C DRIVER

PC

ターゲット

Ｐｉｎ 信号名

１ ＴＸＤ

２ ＲＸＤ

３ ＧＮＤ

４ ＤＣ５Ｖ

任意のコネクタ

ＦＺ－ＲＥＣＯＲＤＥＲ

信号名 Ｐｉｎ

ＮＣ １

ＲＸＤ ２

ＴＸＤ ３

ＮＣ ４

ＧＮＤ ５

ＮＣ ６

ＲＴＳ ７

ＣＴＳ ８

ＶＤＤ ９

Ｄ－ＳＵＢコネクタ　９Ｐｉｎ　オス
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  ご注意

（１） 本書に記載されている、ＭＰＵ、コンパイラなどの製品名は各社の登録商標です。

（２） 本書の内容の一部又は全部を無断で転載することは、一切禁止されています。

（３） 本書の内容および本資料に記載された製品に関しては、将来予告なしに変更されることが

　　　　　あります。

（４） 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点、誤りなど

お気付きの点がございましたら弊社までご連絡下さい。

（５） 運用した結果については（４）項にかかわらず責任を負いませんのでご了承下さい。

 本製品（FZ-RECORDER）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準処しておりません。本製品は日本国外で使用

された場合、当社では一切責任を負いかねます。また当社は本製品に関し、海外での保守サービス及び技術サポ
ート等はおこなっておりません。

 

Alpha Project Co.,LTD


